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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、プロテアソーム研究の最先端研究を担ってきた研究代表者が、その転写制御や分子集合機

構などを探ることにより、プロテアソームによる蛋白分解制御機構の理解とその生理的意義の解明を進

展させようとするものである。研究は順調に進展しており、これまでに大学院生も含めた強力な研究組

織の構築により、プロテアソーム制御のメカニズムをマウスやゼブラフィッシュなどを用いて多面的な

角度から検討し、その解明に成功しつつあり、今後大きな成果が期待できる。 

 


